
2024/11/29

1

Satori�Literacy�必修講座

⼀⽣使える！
より善き変容への鉄板パターンとは？

スライド資料PDF&ワークシート
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聞き⽅（Input）

四つの聞き⽅（意識の向け⽅）

①�ダウンローディング：「あーそれ知ってる。」

②�事実に着⽬：「ふーん、そうなんだ。」

③�共感的：「それは善い！」

④ 創発的：「そうか、こうしよう！」 『U理論』
エッセンシャル版 p61
を参考に改訂

or

2



2024/11/29

2

⾃分ごと化（Processing）

⾃分の参加⽬的 (内)と講座の内容（外）の結び合い

あなたの今⽇の学びと実践の⽬的は？

何か、新たな気づきと実践のきっかけになりますよう。

3

記⼊してみましょう
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より善き変容に共通する4つの鉄板パターン

1.�⽬からウロコ、神社参拝の「開」のポータル性を知る
2.�U理論と、Uの⾕の奥にあるもの
3.�禅の牧⽜図(⼗⽜図)＋αの智慧と接続する
4.�神道的変容、7つのエッセンス

5

仕組みと⾏為の意味

①⼿⽔で禊ぐ
禊ぎは新⽣のための
死も意味する

③カミに向かって
参道を進む。

主体変容への歩み

②⿃居（結界）
をくぐる

④⾨(扉)は
開いている？
閉まっている？

⑤⾨(扉)の向こう側
に御神体が座す

⑥感謝、決意、祈願
等を意宣る（祈る）

⑦新しい⾃分への
歩みを進める

⑧⽇常の現実で
しっかり⽣きる
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トリイ（⿃居・⼗理）という結界、
今までの世界から新⽣する向こう側の世界へ
⼀歩⾜を踏み⼊れて、参道（産道）を通る

−Kai−

−Mon−
Gate

−Torii−

⾨の向こう側はカミの次元の造化の領域であり
5次元の世界、「宇宙の外」に通じる。
⽼⼦が「天⾨開闔」と表したゲート、ポータル

⼀円相、⽉輪型の「鏡」に象徴される、
カミと⼈が融合する世界。
天地開闢の仕組みと意志が作⽤する、根源世界

7

現実の世界。
現象はそれぞれの脳と意識が映し出す仮想現実と
悟った上で、⾃分の今⽣の学び、経験、役割を果たす

−Kai−

−Mon−
Gate

−Torii−

宇宙の外と宇宙の中の「間（あわい）」の世界。
時空間の相対性や量⼦的な情報場の作⽤を
理解し、「⾃分」という個体だけではない
不可視の⼤いなる⼒とポータルを結び、活⽤する

本質の世界。
すべてがひとつである根源世界から
新しく⾃分の宇宙を開闢する、意志の起点
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仕組みと⾏為の意味

①⼿⽔
今までの⾃分を解く

③参道
⾃分の内なる真理に
真摯に向かう

②⿃居（結界）
新たな「界」に進む

視座を持つ

④⾨(扉)
どんな階層の
意識かを⾃省

⑤御神体
カミとしての⾃⼰に

⽬覚める

⑥意宣る（祈る）
⾃分の現実

⾃分の宇宙を開く

⑦参道
新たな決意を胸に、
歩みは⼀歩⼀歩

⑧現実
⽇々の⼈⽣と事業が
魂の最⾼の成⻑の場

9

神社で⾃分を「開」きましょう。
今ここが神社だとしたら、

どんな未来への意志を宣べますか？

1分間の⾃⼰対話ワーク
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記⼊してみましょう

11

読者はおそらく哲学者、ルネ・デカルトの
有名な⾔葉「我思う、ゆえに我あり」
を知っているだろう。
しかし、U理論の観点では、それが出発点ではない。

U理論の視点から⾔うなら、
「我（このように）意識を向ける、ゆえに（このような）結果が⽣じる」となる。
（中略）
この考え⽅を⼀⾔で表現すれば、形は意識に従うとなる。

U理論の世界観

形は意識に従う
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①ダウンローディング

②新しい⽬で観る

③場から感じ取る

④プレゼンシング presence +sensing
源（ソース）につながる

⑤結晶化

⑥プロトタイピング

⑦実践

保留する

視座を転換する

⼿放す 迎え⼊れる

ビジョンと意図

過去のパターン

具現化

頭・⼼・⼿を繋ぐ

全体から⾏動する

実体化

『U理論』
エッセンシャル版 p61より
⼀部表記変更

開かれた思考
好奇⼼

開かれた⼼
共感

開かれた意志
勇気

Uの⾕の底：源（ソース）
U理論をアップデートする

13

今のあなたの課題やビジョンは、
U理論の7ステップで⾔うとどれでしょう。

そして、今必要な次の実践は？

2分間の⾃⼰対話ワーク
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記⼊してみましょう

15

禅の牧⽜図にみる悟りのフレーム
1. 尋⽜
2. ⾒跡
3. ⾒⽜
4. 得⽜
5. 牧⽜
6. 騎⽜帰家
7. 忘⽜存⼈
8. ⼈⽜倶忘
9. 返本還源
10. ⼊鄽垂⼿

画：ウィキペディアより

禅の牧⽜図＋αの智慧と接続する
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1. 現実 (現在地) 3. 経済や実⽣活への応⽤
Uの⾕の奥にあるものを覚り、現実へ活かす

２. 悟りの智慧を
⾃分ごとに結ぶ各種ワーク

禅の牧⽜図＋αの智慧と接続する
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「ティールを超えて」
「統⼀意識は悟りであり、明瞭な⾒通しと
深い思いやりをもっている。

さまざまな伝承の中でこの段階に到達した
⼈々の物語は、彼らが⼆元性を完全に超越
していることを⽰している。

（中略）時間の制約の中にも、無限の中に
も⽣きており、空間も時間もない視点から
今ある現実を⾒ている。」
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1. 現実 (実体のないベール) 3. 覚者 (Buddha)の道
⾃我（Ego）
有限の時空
⼆元性
イメージのイメージ
宇宙の中 (⾊)

2. 統⼀意識・悟り
Violet Stageへの通路

本来の⾃⼰
世界の理・真理
無限の世界
⼀元性
真実在
宇宙の外 (空)

明瞭な⾒通し（洞察）
深い思いやり（慈悲）
⼆元性の完全な超越
有限と無限の重なり
⾊と空がひとつ
メタ視点/メタ意識

禅の牧⽜図＋αの智慧と接続する
Uの⾕の奥にあるものを覚り、現実へ活かす
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牧⽜図の⼤まかなストーリーに
当てはめてみると

今、あなたが深めるべき段階はどこですか？
そこに対して、何を実践しますか？

2分間の⾃⼰対話ワーク
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記⼊してみましょう
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1.ケガレ
穢れ/氣枯れ

7. かんながらのみち
神⼈⼀如の和らぎ

2.みそぎ
禊/⾝削ぎ/霊注ぎ

3.はらひ
祓ひ/張らひ

5.いのり
意宣り/意乗り/祈り

6.むすひ・⾔霊
結ひ/産霊

4.中今/フトマニ
縄⽂の後⼾の神

⼋百万の神々

神道的変容、７つのエッセンス
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仕組みと⾏為の意味

①⼿⽔で禊ぐ
禊ぎは新⽣のための
死も意味する

③カミに向かって
参道を進む。

主体変容への歩み

②⿃居（結界）
をくぐる

④⾨(扉)は
開いている？
閉まっている？

⑤⾨(扉)の向こう側
に御神体が座す

⑥感謝、決意、祈願
等を意宣る（祈る）

⑦新しい⾃分への
歩みを進める

⑧⽇常の現実で
しっかり⽣きる
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2分間の⾃⼰対話ワーク

神道的変容の7つのエッセンスに
当てはめてみると

今、あなたに必要なエッセンスはどれですか？
そこに対して、何を実践しますか？
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記⼊してみましょう
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学びと成⻑の7段階

1.知る

2.分かる

3.⾏う

4.続ける

5.できる

6.教える

7.新たに創発する

↔知らない

↔分からない

↔やらない

↔続かない

↔できない・変わらない

↔教えられない・伝わらない

↔進化発展しない
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2分間の⾃⼰コミットメント

まとめとして

４つの鉄板パターンと
学びと成⻑の7段階に沿って
⾃分を客観視してみたとき、

気づいたことや実践することは何ですか？

27

記⼊してみましょう
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